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会
員
の
皆
様
、
い
つ
も
日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

同
窓
会
に
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
５
月
１
日
か
ら
、
元
号
が
令
和
に
改

め
ら
れ
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
の
ご
公
務
に
励
ま
れ

て
い
る
お
姿
を
拝
見
し
ま
す
と
新
し
い
時
代
に
な
っ

た
と
思
わ
せ
ま
す
。
本
会
報
第
55
号
は
、
令
和
最
初

の
記
念
号
と
な
り
ま
す
。
元
号
が
変
わ
っ
て
、
新
た

な
気
持
ち
を
持
っ
て
同
窓
会
運
営
に
一
層
気
を
奮
い

立
た
せ
よ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

北
海
道
で
は
、
例
年
残
雪
の
季
節
と
思
わ
れ
る
五

月
に
、
日
本
で
一
番
暑
い
30
度
を
越
す
夏
日
に
な

　
令
和
を
迎
え
て

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
同
窓
会
会
長

中
　
條
　
眞
二
郎

り
、
学
童
の
運
動
会
で
は
熱
中
症
に
よ
り
多
く
の
生

徒
が
倒
れ
、
ま
た
80
歳
を
超
え
た
お
婆
さ
ん
が
畑
で

死
亡
し
て
い
た
と
い
う
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
等
が
梅

雨
前
に
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
夏
と
云
え
ば
七
・
八
月

で
す
が
四
月
か
ら
当
た
り
前
の
よ
う
に
25
度
を
超
す

暑
さ
と
な
り
、
こ
の
先
の
気
象
が
恐
ろ
し
く
な
り
ま

す
。
ど
う
か
会
員
皆
様
に
は
暑
さ
対
策
は
勿
論
、
地

震
、
大
雨
に
も
注
意
を
払
っ
て
自
己
防
衛
を
し
て
お

過
ご
し
下
さ
い
。

　

来
年
２
０
２
０
年
は
、
二
回
目
の
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
を
迎
え
ま
す
。
私
的
な
こ
と
で
す
が
、

昭
和
39
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
、
卒
業
し

同
期
会
を
五
輪
会
（
い
つ
わ
か
い
）
と
称
し
て
い
ま

す
。
全
国
の
同
期
生
が
幹
事
と
な
り
持
ち
回
り
で
世

話
を
し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
楽
し
い
旅
行
と
同
期
会

を
毎
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
幾
つ
に
な
っ
て
も
学

生
時
代
に
帰
り
至
福
の
時
を
過
ご
せ
る
の
は
同
期
・

同
窓
の
集
ま
り
で
す
。

　

令
和
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
入
場
券
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
予
約
を
申
し
込
む
と
か
、
更
に
高
額
な
入

場
料
に
は
び
っ
く
り
で
す
。
前
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
時

は
勿
論
パ
ソ
コ
ン
の
無
い
時
代
で
し
た
が
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
入
場
券
の
入
手
困
難
と
競
技
入
場
料
が
そ

ん
な
に
高
価
だ
っ
た
か
記
憶
に
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
、

ソ
ニ
ー
が
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
併
せ
て
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

を
発
売
し
た
こ
と
だ
け
は
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。
モ
ノ
ク
ロ
か
ら
カ
ラ
ー
の
時
代
と
な
り
、
高
度

成
長
と
言
わ
れ
る
時
代
の
礎
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
の
日
本
の
経
済
の

繁
栄
は
大
学
の
繁
栄
に
も
繋
が
り
ま
し
た
。
大
学
受

験
も
進
学
率
が
右
肩
上
が
り
と
な
り
、
私
立
大
学
の

マ
ン
モ
ス
化
で
建
物
は
デ
パ
ー
ト
と
言
わ
れ
る
よ
う

な
煌
び
や
か
さ
を
誇
っ
て
受
験
生
集
め
に
一
役
を
担

い
ま
し
た
。
そ
れ
に
比
べ
戦
前
か
ら
の
木
造
校
舎
で

最
悪
な
母
校
で
し
た
が
、
時
代
に
乗
っ
て
右
肩
上
が

り
に
受
験
生
が
増
え
、
受
験
生
の
収
容
が
学
内
で
足

り
ず
近
隣
の
大
学
を
借
り
る
ほ
ど
の
倍
率
を
み
ま
し

た
。
マ
ン
モ
ス
大
学
と
言
わ
れ
た
有
名
大
学
と
同
じ

よ
う
に
、
母
校
も
定
員
以
上
の
入
学
者
を
入
れ
（
一

学
年
１
８
０
名
越
え
る
こ
と
も
あ
っ
た
）、
全
員
が

出
席
す
る
と
立
ち
な
が
ら
、
受
講
す
る
学
生
が
出
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
マ
ン
モ
ス
授
業
な
ど
の
流
行

語
が
流
行
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。
同
窓
皆
様
も
当

時
の
想
い
出
を
振
り
返
る
と
昨
日
の
よ
う
に
色
々
と

思
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

　

東
日
本
大
震
災
、
福
島
の
原
発
事
故
、
熊
本
大
地

震
、
広
島
・
岡
山
等
の
豪
雨
に
よ
る
自
然
災
害
か
ら

ま
だ
立
ち
直
っ
て
い
ま
せ
ん
。
世
界
的
な
社
会
情
勢

も
米
中
関
係
悪
化
に
よ
る
日
本
へ
の
悪
影
響
な
ど

も
、
昭
和
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
あ
や
か
っ
て
現
在
の
日

本
社
会
に
活
気
が
吹
き
込
ま
れ
、
経
済
効
果
の
上
昇

を
期
待
し
た
い
こ
の
頃
の
時
勢
で
す
。

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
誘
致
は
、
膨
大
な
資
金
が
必

要
に
な
り
東
京
で
二
回
も
開
催
す
る
こ
と
を
栄
と
思

う
か
、
金
が
か
か
り
無
駄
と
思
う
か
考
え
は
そ
れ
ぞ

れ
で
し
ょ
う
。経
済
的
に
開
催
で
き
な
い
国
も
あ
り
、

半
世
紀
に
一
度
巡
っ
て
来
た
、
令
和
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
、
世
界
中
か
ら
参
加
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
が
十
分

に
力
を
発
揮
し
、
喜
ん
で
貰
え
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

な
れ
ば
、
後
世
に
残
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

以
前
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
母
校
の
創
立
１

４
０
周
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
次
の
年
に
な
り
ま

す
。
本
学
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
か
ら
新

元
号
令
和
を
数
え
、
２
０
２
１
年
が
開
学
か
ら
１
４

０
周
年
を
迎
え
る
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
記
念
す
べ

き
式
典
・
祝
賀
会
の
主
催
は
大
学
が
執
り
行
い
、
同

窓
会
は
共
催
で
全
面
的
に
支
援
・
協
力
を
し
ま
す
。

招
待
者
の
多
く
は
、
同
窓
生
で
あ
り
学
科
所
属
関
係

な
く
全
体
の
同
窓
生
に
よ
っ
て
お
祝
い
を
す
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　

１
３
０
周
年
は
、
２
０
１
１
年
9
月
に
皇
族
と
政

府
関
係
の
ご
列
席
を
賜
り
盛
会
裡
に
行
い
ま
し
た
。

永
年
の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
校
舎
の
整
備
が
進
み
、

臨
床
棟
、
教
育
・
研
究
棟
・
体
育
館
な
ど
が
新
設
さ

れ
、
晴
れ
が
ま
し
い
催
し
で
し
た
。
母
校
も
セ
ピ
ア

か
ら
カ
ラ
ー
の
時
代
に
よ
う
や
く
な
っ
た
感
が
し
ま

し
た
。
大
学
周
辺
も
一
変
し
、
中
央
線
の
立
体
化
に

伴
い
現
代
風
の
武
蔵
境
駅
舎
に
な
り
、
武
蔵
境
は
東

京
で
も
住
み
良
い
街
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
市
街
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

十
年
一
昔
と
言
い
ま
す
が
、
あ
っ
と
い
う
間
に
十

年
は
経
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
学
と
同
窓
会
も
明
日

は
ど
の
よ
う
に
進
化
し
て
い
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

１
４
０
周
年
を
各
自
の
胸
に
遺
る
記
念
の
会
と
し
た

い
と
思
い
ま
す
、
是
非
参
加
さ
れ
ま
す
よ
う
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

十
年
以
上
も
会
長
職
の
重
責
を
担
っ
て
き
ま
す
と

肉
体
ば
か
り
で
な
く
精
神
も
疲
弊
し
て
き
た
よ
う
な

気
持
ち
に
も
な
り
ま
す
。
池
本
学
長
か
ら
の
薦
め
も

あ
っ
て
会
長
職
を
受
け
て
か
ら
、
池
本
学
長
の
学
内

整
備
に
対
す
る
精
力
的
な
働
き
が
今
日
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
あ
り
、
同
窓
会
も
支
援
協
力
を
惜
し
み
な
く
行

い
、
約
十
年
近
く
掛
か
り
現
在
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が

整
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

池
本
先
生
は
、
学
長
職
を
退
き
ま
し
た
が
獣
医
看

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
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護
師
の
資
格
問
題
を
何
と
か
解
決
し
た
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
獣
医
看
護
師
の
学
科
を
全
国
の
大
学
に
魁

創
設
し
た
当
事
者
で
、
学
生
も
望
ん
で
い
る
の
は
、

４
年
制
の
修
業
に
見
合
っ
た
国
家
認
定
資
格
の
授
与

で
、取
得
資
格
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
る
こ
と
で
す
。

取
得
の
為
の
地
道
な
運
動
が
実
を
結
び
国
会
で
審
議

さ
れ
る
の
も
近
い
と
思
い
ま
す
。
獣
医
看
護
師
が
高

度
獣
医
療
に
見
合
っ
た
国
家
認
定
を
学
生
に
与
え
ら

れ
る
よ
う
な
教
育
を
、
大
学
は
将
来
の
獣
医
療
に
限

ら
ず
生
物
社
会
に
貢
献
す
る
優
秀
な
獣
医
看
護
師
の

輩
出
に
取
り
組
む
姿
勢
を
お
願
い
し
ま
す
。。

　

同
窓
会
は
、
同
窓
生
の
母
校
愛
に
助
け
ら
れ
て
会

の
運
営
が
さ
れ
ま
す
。
事
業
で
大
き
な
こ
と
は
同
窓

生
の
住
所
の
管
理
、
情
報
を
伝
え
る
会
報
の
発
行
と

学
生
を
含
め
た
同
窓
生
の
活
動
（
学
術
・
研
究
等
含
）

に
支
援
協
力
す
る
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
ら
を
遂
行
す

る
予
算
は
皆
さ
ん
の
会
費
に
依
存
し
て
い
ま
す
。
会

費
納
入
者
が
卒
業
生
は
増
え
て
い
る
の
に
年
々
減
少

し
て
お
り
ま
す
。

　

何
卒
、
会
費
納
入
に
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
本
部
に
届
出
の
み
記
載
）

○　

旭
日
賞
授
章

　
　

 

２
０
１
９
年
5
月
21
日　

篠
原　

公
七
氏

　
　

獣
医
19
期

○　

�

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
ク
イ
ー
ン
ズ
ラ
ン
ド
大

学
よ
り
教
育
文
化
交
流
賞
授
章

　
　

 

２
０
１
８
年　

時
田　

昇
臣
氏
（
母
校
動
物
科

学
科
動
物
栄
養
学
准
教
授
）

　
　

動
物
27
期

○　

秋
田
県
議
会
議
員
再
選

　
　

 

２
０
１
８
年
4
月
14
日　

竹
下　

博
英
氏

　
　

獣
医
24
期

○　

秋
田
県
大
館
市
議
会
議
員
再
選

　
　

 

２
０
１
８
年
4
月
21
日　

佐
藤　

芳
忠
氏

　
　

食
品
24
期

　

業
務
時
間
は
祝
祭
日
を
除
く
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

の
午
前
11
時
か
ら
午
後
４
時
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

事
務
局
の
勤
務
は
一
人
体
制
で
、
業
務
で
外
出
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

住
所
変
更
は
本
人
届
け
出
を
原
則
と
し
て
お
り
ま

す
。会
報
等
が
あ
て
先
人
不
明
で
返
信
さ
れ
た
場
合
、

住
所
不
明
扱
い
に
な
り
ま
す
。
住
所
変
更
届
け
用
紙

は
同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
し
て
く
だ
さ
い
。

　

派
遣
の
人
選
は
依
頼
順
に
事
務
局
で
調
整
し
て
お

り
ま
す
。
支
部
か
ら
派
遣
希
望
者
へ
直
接
依
頼
し
た

場
合
は
同
窓
会
か
ら
の
経
費
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
、

ご
注
意
下
さ
い
。

住
所
変
更
等
の
届
け
出

支
部
総
会
へ
同
窓
会
本
部
か
ら
の

派
遣
依
頼
に
つ
い
て

事
務
局
だ
よ
り

同
窓
会
関
係
情
報

　

本
会
の
事
業
は
会
員
の
納
入
会
費
（
年
間
３
、
０

０
０
円
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
会
費

は
会
則
に
よ
り
支
部
一
括
納
入
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
の
納
入
の
詳
細
は
１
月
発
行
（
56
号
）

に
て
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
個
人
払
込
取
扱
票
が
必

要
な
方
は
同
窓
会
事
務
局
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

　

手
続
き
窓
口
は
同
窓
会
事
務
局
と
な
っ
て
い
ま

す
。
申
請
用
紙
、
詳
細
に
つ
い
て
は
同
窓
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

　

同
期
会
、
研
究
室
同
窓
会
、
ク
ラ
ブ
同
窓
会
な
ど

の
開
催
報
告
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
３
０
０
字
程

度
と
写
真
、
い
ず
れ
も
電
子
版
に
て
Ｅ
メ
ー
ル
等
で

投
稿
願
い
し
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
会
報
に
掲
載

し
ま
す
が
、
会
報
は
紙
面
の
制
約
で
編
集
会
議
に
て

採
用
を
決
定
し
ま
す
。

　

国
会
議
員
、
市
長
村
長
、
市
議
会
等
へ
選
出
・
再

選
さ
れ
た
方
。
叙
勲
を
授
章
さ
れ
た
方
。
他
大
学
で

博
士
号
を
授
与
さ
れ
た
方
。
逝
去
さ
れ
た
会
員
等
。

同
窓
会
会
費
納
入
の
お
願
い

母
校
附
属
動
物
病
院
と
の

連
携
動
物
病
院
の
申
請
に
つ
い
て

会
報
へ
投
稿
依
頼
の
お
知
ら
せ

次
に
該
当
す
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
を

　
　
　
　
　

佐
藤
恭
子　

鈴
木
妙
子　

羽
生
奈
々
子

　
　
　
　
　

宮
川
幸
子　

山
口
靖
人
（
文
責
）

　

今
年
度
の
代
議
員
会
は
２
０
１
９
年
7
月
20
日

（
土
）　

午
後
１
時
か
ら
母
校
第
１
１
１
講
義
室
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
度
は
役
員
改
選
の
年
度

と
な
り
ま
す
。
新
会
則
6
章
の
第
21
、
22
条
お
よ
び

理
事
及
び
監
事
の
立
候
補
に
関
す
る
規
程
を
熟
読
さ

れ
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
新
理
事
を
選
出
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

２
０
１
９
年
度
日
本
獣
医
生
命
科
学

大
学
同
窓
会
代
議
員
会
開
催
に
つ
い
て

　

今
年
度
は
医
獣
祭
期
間
の
11
月
3
・
4
日
に
同
窓

会
会
議
室
に
同
窓
会
ブ
ー
ス
を
開
設
し
ま
す
。
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
4
回
医
獣
祭
に
同
窓
会
ブ
ー
ス
を

開
設
致
し
ま
す

　
　

今
回
は
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
特
集
号
で
す
。

　
　

最
新
情
報
を
ご
覧
下
さ
い
。

��

日
本
医
科
大
学
広
報
を
同
封
し
ま
す



日本獣医生命科学大学同窓会報　第 55 号（3） 2019 年 7 月

同
窓
会
近
況

　

私
達
は
１
９
７
６
年
卒
業
以
来
長
ら
く
同
期
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
０
１
４
年
に
38
年
ぶ
り
に
大
学
に
集
ま
り
第
１

回
同
期
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
39
名
で
盛

大
に
、
か
つ
旧
交
を
温
め
あ
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
再
会
し
ま
し
ょ
う

と
の
約
束
で
散
会
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
旧
学
友
会

役
員
の
佐
藤
賢
州
氏
か
ら
、
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
前
に
「
一
部
の
人
達
だ
け
で
も
集
ろ

う
」
と
言
う
事
で
２
０
１
８
年
11
月
3
日
学
園
祭
の

最
中
お
昼
に
同
窓
会
室
に
集
合
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
大
学
近
く
の
フ
ァ
ミ
レ
ス
、
喫
茶
店
、
料

理
屋
さ
ん
と
三
次
会
ま
で
7
時
間
以
上
歓
談
出
来
ま

し
た
。
参
加
人
数
は
９
名
と
少
数
で
し
た
が
全
員
と

個
別
に
ゆ
っ
く
り
と
お
話
を
す
る
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た

　

当
日
の
意
見
と
し
て
、
２
０
２
０
年
に
第
２
回
同

期
会
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
２
０
１
９
年
に
集
ま
ろ

う
と
い
う
事
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
ザ
ッ
ク
リ
同

期
会
の
型
式
で
参
加
人
数
、
会
場
予
約
は
大
雑
把
で

ス
ピ
ー
チ
も
無
く
「
何
と
な
く
集
ま
り
、
何
と
な
く

解
散
」
と
言
う
方
法
で
と
て
も
気
軽
に
行
な
え
ま
し

た
。
改
め
て
こ
の
様
な
方
法
も
良
い
か
な
と
の
事
で

意
見
が
一
致
し
ま
し
た
。
同
窓
の
皆
様
も
こ
の
様
な

開
催
方
法
も
あ
る
事
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

次
回
は
２
０
１
９
年
10
月
頃
に
開
催
予
定
で
す
。

２
０
１
８
年
11
月

幹
事　

米
谷
（
山
岡
）
敦
子

　

参
加
者
：
一
瀬
修
三　

大
澤
一
之　

佐
藤
賢
州　

　
　
　
　
　

佐
藤
恭
子　

鈴
木
妙
子　

羽
生
奈
々
子

　
　
　
　
　

宮
川
幸
子　

山
口
靖
人
（
文
責
）

大
学
獣
医
24
期
同
期
会
報
告

（
２
０
１
８
年
10
月
1
日
〜
）

○
新
任
（
２
０
１
８
年
10
月
1
日
付
）

　
　

准
教
授

　
　
　

味　

戸　

忠　

春
（
産
業
動
物
臨
床
学
）

　
　

講　

師

　
　
　

松　

田　

寛　

子
（
農
産
食
品
学
）

○
新
任
（
２
０
１
９
年
4
月
1
日
付
）

　
　

助　

教

　
　
　

鈴　

木　

亮　

平
（
獣
医
内
科
学
）

　
　

助　

教

　
　
　

田　

中　

亜　

紀
（
野
生
動
物
学
）

○
昇
任
（
２
０
１
８
年
10
月
1
日
付
）

　
　

教　

授

　
　
　

塚　

田　

晃　

三
（
獣
医
病
理
学
）

　
　

准
教
授

　
　
　

森　

田　

達　

志
（
獣
医
寄
生
虫
学
）

○
昇
任
（
２
０
１
９
年
4
月
1
日
付
）

　
　

教　

授

　
　
　

長
谷
川　

大　

輔
（
獣
医
放
射
線
学
）

　
　

教　

授

　
　
　

長　

田　

雅　

弘
（
シ
ス
テ
ム
経
営
学
）

　
　

教　

授

　
　
　

大　

橋　

雄　

二
（
食
品
衛
生
学
）

　
　

准
教
授

　
　
　

山　

本　

昌　

美
（
獣
医
保
健
看
護
学
応
用
部
門
）

母
校
近
況

教
員
人
事

　
　

准
教
授

　
　
　

森　
　
　

昭　

博
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

准
教
授

　
　
　

小　

林　

史　

幸
（
食
品
工
学
）

　
　

講　

師

　
　
　

神　

野　

信　

夫
（
獣
医
外
科
学
）

　
　

講　

師

　
　
　

鈴　

木　

周　

二
（
獣
医
外
科
学
）

　
　

講　

師

　
　
　

三　

浦　

亮
太
朗
（
産
業
動
物
臨
床
学
）

　
　

講　

師

　
　
　

関　
　
　

瀬　

利
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

　
　

助　

教

　
　
　

清　

水　

孝　

一
（
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
）

○
退
職
（
２
０
１
９
年
3
月
31
日
付
）

　
　

准
教
授

　
　
　

呰　

上　

大　

吾
（
獣
医
保
健
看
護
学
臨
床
部
門
）

　
　

助　

教

　
　
　

佐　

藤　

由　

佳
（
獣
医
衛
生
学
）

○
定
年
退
職
（
２
０
１
９
年
3
月
31
日
付
）

　
　

教　

授

　
　
　

吉　

村　
　
　

格
（
富
士
ア
ニ
マ
ル
フ
ァ
ー
ム
）
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選
考
委
員
長
　
田
﨑
　
弘
之

　

２
０
１
８
年
度
梅
野
信
吉
賞
に
は
、
1
名
の
応
募

者
が
あ
り
、
当
該
委
員
会
に
お
い
て
内
容
を
厳
正
に

審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
獣
医
保
健
看
護
学
科

応
用
部
門
の
山
本
俊
昭
准
教
授
を
梅
野
信
吉
賞
受
賞

者
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

山
本
准
教
授
は
、
２
０
０
１
年
に
北
海
道
大
学
農

学
研
究
科
で
博
士
（
農
学
）
の
学
位
を
取
得
さ
れ
、

２
０
０
３
年
に
本
学
特
別
研
究
員
を
経
て
、
２
０
０

５
年
に
本
学
獣
医
保
健
看
護
学
科
の
講
師
に
着
任
さ

れ
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
に
は
准
教
授
に
昇
任
さ

れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

受
賞
研
究
課
題
は
、「
親
子
関
係
に
着
目
し
た
野

生
動
物
の
成
長
、
分
散
お
よ
び
成
熟
に
関
す
る
研

究
」
で
す
。
こ
れ
は
、
分
子
生
物
学
的
手
法
を
用
い

て
親
子
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
様
々
な
成
長
過
程
に

お
い
て
親
の
性
質
が
子
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
の
か
を
解
明
さ
れ
た
研
究
で
す
。

ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
の
研
究
で
は
、
膨
大
な
個
体
数
に
お

よ
ぶ
血
縁
関
係
の
解
析
と
詳
細
な
行
動
デ
ー
タ
を
融

合
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
解
明
で
き
な
か
っ
た
繁
殖
生
態

を
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
20
年
以
上

に
渡
り
長
野
県
軽
井
沢
町
周
辺
に
お
い
て
ツ
キ
ノ
ワ

グ
マ
の
調
査
・
研
究
を
行
っ
て
き
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ピ
ッ
キ
オ
と
共
同
研
究
を
進
め
、
６
０
０
頭
以
上
の

血
縁
関
係
を
調
べ
、
多
個
体
の
長
期
的
な
追
跡
調
査

か
ら
個
体
の
成
長
、
分
散
、
冬
眠
お
よ
び
成
熟
に
対

す
る
親
の
影
響
を
明
ら
か
に
し
て
き
ま
し
た
。ま
た
、

魚
類
で
は
人
工
交
配
に
よ
る
実
験
か
ら
、
親
の
性
質

に
よ
る
影
響
を
野
外
で
正
確
に
示
す
こ
と
に
成
功
さ

れ
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
サ
ク
ラ
マ
ス
を
対
象
と
し

た
研
究
で
、
親
の
生
活
史
が
異
な
る
親
個
体
を
約
50

個
体
を
用
い
て
人
工
交
配
さ
せ
た
後
、
子
供
を
河
川

内
に
放
流
し
、
一
定
の
期
間
後
に
そ
れ
ら
個
体
を
再

捕
獲
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、親
の
形
質
が
子
の
成
長
、

分
散
お
よ
び
成
熟
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
の
か
を
調
べ
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

成
長
の
早
い
父
親
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
子
は
上
流
域

に
留
ま
り
続
け
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
早
熟
な
親
か

ら
生
ま
れ
て
き
た
子
も
早
熟
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
世

界
で
初
め
て
野
外
に
お
い
て
検
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

対
象
と
し
た
種
は
魚
類
と
哺
乳
類
で
異
な
る
分
類

群
で
す
が
、
総
合
的
理
解
に
よ
っ
て
生
物
全
般
の
親

子
関
係
の
進
化
生
態
学
に
貢
献
す
る
こ
と
を
試
み
て

お
り
、
益
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

ご
本
人
は
、
も
と
も
と
遺
伝
子
解
析
を
主
た
る
武
器

と
す
る
純
粋
生
態
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
さ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
近
年
で
は
そ
の
社
会
応
用
面
に
も
強
い

関
心
と
実
績
を
持
ち
、
特
に
行
動
生
態
的
な
解
析
に

基
づ
く
解
釈
は
野
生
動
物
の
保
護
管
理
の
面
で
行
政

や
関
連
す
る
活
動
団
体
か
ら
も
高
い
評
価
を
得
て
き

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
度
梅
野
信
吉
賞
授
与
式
は
、
２
０
１

９
年
4
月
11
日
Ｅ
１
１
１
講
義
室
に
お
い
て
挙
行
さ

れ
、
阿
久
澤
良
造
学
長
よ
り
山
本
准
教
授
に
賞
状
及

び
副
賞
（
同
窓
会
よ
り
）
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
度梅

野
信
吉
賞
受
賞
者

２
０
１
８
年
度

獣
医
師
国
家
試
験
に
つ
い
て

獣
医
学
科
長
　
田
中
　
良
和

　

第
70
回
獣
医
師
国
家
試
験
は
、
２
０
１
９
年
2
月

19
日
（
火
）、
20
日
（
水
）
に
実
施
さ
れ
、
そ
の
合

否
結
果
が
3
月
13
日
（
水
）
に
公
表
さ
れ
た
。
受
験

者
総
数
は
１
１
４
１
人
（
新
卒
９
７
７
人
）
で
あ
り
、

合
格
者
は
全
体
で
９
４
２
人
（
新
卒
８
９
６
人
）
で

あ
っ
た
。
合
格
率
で
み
る
と
全
体
で
は
82
・
６
％
、

既
卒
者
は
26
・
０
％
で
あ
っ
た
。
昨
年
度
の
合
格
率

は
、
全
体
で
88
・
３
％
、
新
卒
者
96
・
９
％
、
既
卒

者
62
・
２
％
で
あ
り
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
全
体
と

既
卒
者
で
5
％
位
低
く
、
さ
ら
に
既
卒
者
は
36
％
も

減
少
し
た
。

　

大
学
別
の
合
格
者
数
お
よ
び
合
格
率
は
表
の
通
り

で
あ
っ
た
。
本
学
は
、6
年
次
在
籍
者
78
名
の
う
ち
、

75
名
が
受
験
し
75
名
中
74
名
（
98
・
７
％
）
が
合
格

し
、
合
格
率
で
み
る
と
全
国
16
大
学
中
2
位
、
私
立

5
大
学
で
は
一
昨
年
、
昨
年
に
続
き
1
位
の
成
績
で

あ
っ
た
。
全
国
的
に
も
１
０
０
％
の
合
格
率
の
大
学

が
2
校
あ
り
、
1
校
だ
け
が
極
端
に
合
格
率
が
悪

か
っ
た
こ
と
を
除
け
ば
、
一
昨
年
く
ら
い
の
合
格
率

に
戻
っ
た
よ
う
で
あ
る
（
表
参
照
）。

　

本
学
で
は
獣
医
師
国
家
試
験
に
対
し
て
、
学
生
自

身
に
よ
る
国
家
試
験
問
題
集
の
作
成
、
学
生
間
の
グ

ル
ー
プ
学
習
や
6
年
次
後
期
の
総
合
獣
医
学
を
通
じ

て
国
家
試
験
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
6
年
次

後
期
に
土
曜
学
校
と
称
さ
れ
る
実
地
試
験
対
策
授
業

を
若
手
教
員
、
大
学
院
生
、
研
究
生
の
協
力
を
得
て

行
っ
て
い
て
こ
れ
は
既
卒
者
に
対
し
て
も
カ
バ
ー
し

て
い
る
。
最
終
的
に
は
国
家
試
験
出
題
形
式
に
準
じ

た
模
擬
試
験
と
2
回
の
卒
業
試
験
を
実
施
し
て
い

る
。
昨
年
度
は
卒
業
生
数
が
少
な
く
な
か
っ
た
が
、

今
年
度
は
、
１
０
０
名
近
い
卒
業
生
が
受
験
す
る
の

で
、
班
体
制
の
勉
強
会
が
う
ま
く
い
く
よ
う
教
員
一

同
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

区�

分 大学名
第７0回

受験者数 合格者数 合格率

新�

卒�

者

北海道大学 3７ 36 9７.3%
帯広畜産大学 44 33 ７5.0%
岩手大学 30 29 96.７%
東京大学 24 23 95.8%

東京農工大学 42 42 100.0%
岐阜大学 28 28 100.0%
鳥取大学 35 32 91.4%
山口大学 28 2７ 96.4%
宮崎大学 32 28 8７.5%
鹿児島大学 31 28 90.3%
大阪府立大学 46 42 91.3%
酪農学園大学 129 11７ 90.７%
北里大学 129 11７ 90.７%

日本獣医生命科学大学 ７5 ７4 98.７%
日本大学 134 128 95.5%
麻布大学 133 112 84.2%
新卒者数計 9７７ 896 91.７%
既　卒　者 146 38 26.0%

受験資格認定者 18 8 44.4%
予備試験合格者 － － －
合　　　計 1,141 942 82.6%
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2019年度試験区分別入学試験結果
学部学科 試験区分 志願者数 受験者数 合格者数 倍　率

獣
医
学
部

獣
医
学
科

［推薦］ 一般公募推薦 54 54 17 3.2 

［特別選抜］ 社会人 2 2 0 0.0 

帰国子女及びIB取得者 2 2 0 0.0 
獣医師後継者育成及び地
域獣医療支援 10 10 3 3.3 

学士 12 12 1 12.0 

センター試験利用（第一回） 504 479 24 20.0 

一般（第一回）［センター試験併用方式］ 790 685 50 13.7 

一般（第二回）［独自試験方式］ 872 806 52 15.5 

一般（第三回）［独自試験方式］ 336 294 47 6.3 

合　計 2582 2344 194 ―

獣
医
保
健
看
護
学
科

［推薦］ 一般公募推薦 59 59 27 2.2 

指定校推薦 4 4 4 1.0 

［特別選抜］ 帰国子女及びIB取得者 1 1 0 0.0 

センター試験利用（第一回） 200 198 48 4.1 

一般（第一回）［センター試験併用方式］ 135 120 45 2.7 

一般（第二回）［独自試験方式］ 260 252 95 2.7 

一般（第三回）［独自試験方式］ 64 59 11 5.4 

合　計 723 693 230 ―

学 部 合 計 3305 3037 424 ―

応
用
生
命
科
学
部

動
物
科
学
科

［推薦］ 一般公募推薦 17 17 15 1.1 

指定校推薦 9 9 9 1.0 

センター試験利用（第一回） 246 245 135 1.8 

センター試験利用（第二回） 17 17 9 1.9 

一般（第一回）［センター試験併用方式］ 114 104 86 1.2 

一般（第二回）［独自試験方式］ 256 244 126 1.9 

一般（第三回）［独自試験方式］ 64 55 17 3.2 

合　計 723 691 397 ―

食
品
科
学
科

［推薦］ 一般公募推薦 9 9 9 1.0 

指定校推薦 7 7 7 1.0 

センター試験利用（第一回） 181 181 100 1.8 

センター試験利用（第二回） 11 11 6 1.8 

一般（第一回）［センター試験併用方式］ 55 50 40 1.3 

一般（第二回）［独自試験方式］ 137 134 125 1.1 

一般（第三回）［独自試験方式］ 51 37 31 1.2 

合　計 451 429 318 ―

学 部 合 計 1174 1120 715 ―

総　合　計 4479 4157 1139 ―

2019年度学科別地区別入学者数
学部 学科 地区 入学者数 合計

獣
医
学
部

獣
医
学
科

北海道 1

80

東北 2
関東甲信越 60
北陸 1
東海 5
近畿 6
中国 0
四国 1
九州・沖縄 3
その他 1

獣
医
保
健
看
護
学
科

北海道 2

100

東北 2
関東甲信越 87
北陸 0
東海 6
近畿 1
中国 0
四国 2
九州・沖縄 0
その他 0

応
用
生
命
科
学
部

動
物
科
学
科

北海道 1

100

東北 2
関東甲信越 84
北陸 1
東海 3
近畿 7
中国 0
四国 0
九州・沖縄 1
その他 1

食
品
科
学
科

北海道 0

90

東北 1
関東甲信越 87
北陸 0
東海 1
近畿 0
中国 0
四国 0
九州・沖縄 1
その他 0

２
０
１
９
年
度

　

入
学
試
験
結
果�

入
試
課

　

２
０
１
９
年
度
入
学
試
験
の
結
果
は
表
の
と
お
り

で
あ
る
。
志
願
者
数
は
４
、
４
７
９
名
（
昨
年
度
比

１
２
４
・
7
％
）
と
な
っ
た
。

　

今
回
よ
り
一
般
入
学
試
験
を
3
回
実
施
し
、
志
願

者
数
は
、
３
、
１
３
４
名（
昨
年
度
比
１
４
２
・
２
％
）

と
、
昨
年
度
か
ら
大
き
く
増
加
し
た
。
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
試
験
利
用
入
学
試
験
の
志
願
者
数
は
１
、
１
５

９
名
（
昨
年
度
比
97
・
7
％
）
で
、
こ
ち
ら
は
昨
年

度
か
ら
減
少
し
た
。

　

２
０
２
０
年
度
入
学
試
験
で
は
、
一
般
入
学
試
験

を
同
様
に
3
回
実
施
し
、
全
日
程
に
お
い
て
4
学
科

で
の
併
願
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。

2019年度入学者数

獣医学科 80 名

獣医保健看護学科 100 名

動物科学科 100 名

食品科学科 90 名

合計 370 名
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入
学
試
験
委
員
会
委
員
長
　
鈴
木
　
浩
悦

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
に

代
わ
り
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
合
わ
せ
て
本
学
で
も
同
年
度
実
施
の
入
試
か

ら
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
り
共
通
テ
ス
ト
を
利
用

す
る
予
定
で
す
。
基
本
的
に
は
現
行
の
入
試
区
分
に

合
わ
せ
て
、
共
通
テ
ス
ト
の
成
績
で
合
否
判
定
す
る

「
共
通
テ
ス
ト
利
用
選
抜
」、
共
通
テ
ス
ト
と
本
学
独

自
試
験
の
成
績
で
合
否
判
定
す
る
「
一
般
選
抜
（
共

通
テ
ス
ト
併
用
方
式
）」、
本
学
独
自
試
験
の
成
績
で

合
否
判
定
す
る
「
一
般
選
抜
（
独
自
試
験
方
式
）」

を
実
施
す
る
予
定
で
す（
い
ず
れ
も
仮
称
）。 

な
お
、

主
体
性
・
多
様
性
・
協
働
性
や
倫
理
観
を
評
価
す
る

た
め
調
査
書
に
加
え
て
受
験
生
本
人
が
記
入
し
た
書

類
の
提
出
を
出
願
要
件
と
し
ま
す
が
、
こ
れ
を
得
点

化
し
て
合
否
判
定
に
用
い
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
。
ま

た
、
当
面
の
間
、
英
語
外
部
検
定
試
験
の
受
験
や
ス

コ
ア
の
提
出
は
課
さ
な
い
予
定
で
す
。
推
薦
入
試
に

つ
い
て
は
大
き
な
変
更
は
予
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
詳

し
く
は
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
０
２
１
年
度
よ
り
入
試
は

共
通
テ
ス
ト
を
利
用
予
定

学
生
支
援
課

　

２
０
１
９
年
3
月
14
日
（
木
）
午
前
10
時
か
ら
、

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学
「
平
成
30
年
度
学
位
記
授

与
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体
育
館
）
で
挙
行
さ
れ
た
。

授
与
式
に
は
、
学
校
法
人
理
事
、
日
本
医
科
大
学
関

係
者
、
母
校
名
誉
教
授
、
同
窓
会
役
員
、
父
母
会
役

２
０
１
８
年
度 

学
位
記
授
与
式

員
、
公
益
財
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
会
長
な
ど
、
多

数
の
来
賓
を
招
き
執
り
行
わ
れ
た
。
大
学
院
の
学
位

記
授
与
者
に
つ
い
て
は
、
大
学
院
獣
医
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
者
及
び
論
文
審
査
合
格
者
6
名
、
獣
医
保

健
看
護
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
修
了
者
及
び
博
士
後

期
課
程
修
了
者
8
名
、
応
用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前

期
課
程
修
了
者
及
び
博
士
後
期
課
程
修
了
者
、
さ
ら

に
論
文
審
査
合
格
者
9
名
の
合
計
23
名
。
学
部
の
学

位
記
授
与
者
に
つ
い
て
は
、
獣
医
学
科
78
名
、
獣
医

保
健
看
護
学
科
１
０
０
名
、
動
物
科
学
科
91
名
、
食

品
科
学
科
84
名
の
合
計
３
５
３
名
に
学
位
記
が
手
渡

さ
れ
た
。
引
き
続
き
阿
久
澤
学
長
式
辞
、
坂
本
理
事

長
・
中
條
同
窓
会
長
の
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、
学
長

賞
、
欅
賞
、
獣
医
師
会
褒
賞
、
同
窓
会
長
賞
の
授
与

が
あ
り
、
同
窓
会
、
父
母
会
の
記
念
品
贈
呈
、
卒
業

生
代
表
挨
拶
の
あ
と
学
歌
斉
唱
後
閉
会
と
な
っ
た
。 
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生
監
視
員
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。進
学
は
9
名
で
、

本
学
大
学
院
、
横
浜
市
立
大
学
大
学
院
等
に
進
ん
で

い
ま
す
。
応
用
生
命
科
学
部
動
物
科
学
科
は
82
名
が

就
職
し
ま
し
た
。
今
年
の
傾
向
は
畜
産
酪
農
関
係
の

仕
事
に
就
く
学
生
が
11
名
と
多
く
、
学
び
の
本
領
を

発
揮
し
た
仕
事
に
就
い
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

日
本
食
肉
格
付
協
会
、
福
島
県
酪
農
業
協
同
組
合
、

瑞
穂
農
場
、
森
永
酪
農
販
売
（
飼
料
）
等
の
学
科
な

ら
で
は
の
業
界
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
製
薬
メ
ー

カ
ー
・
Ｃ
Ｒ
Ｏ
等
医
薬
品
業
界
で
も
7
名
が
就
職
し

動
物
学
の
強
み
が
活
き
て
い
ま
す
。
特
筆
で
き
る
の

は
、
農
林
水
産
省
、
東
京
動
物
園
協
会
へ
の
強
い
希

望
が
叶
っ
た
学
生
が
と
て
も
輝
い
て
い
た
こ
と
で

す
。
進
学
者
は
7
名
、
本
学
大
学
院
、
千
葉
大
学
、

群
馬
大
学
等
の
大
学
院
へ
進
学
し
ま
し
た
。
ま
た
食

品
科
学
科
は
78
名
が
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
内
、
食

品
・
素
材
メ
ー
カ
ー
が
33
名
（
42
％
）
と
食
品
製
造

に
携
わ
る
学
科
の
専
攻
を
活
か
せ
る
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
中
に
は
学
部
卒
で
研
究
職
に
就
く
な
ど
入
社

当
初
か
ら
期
待
さ
れ
て
い
る
学
生
い
ま
す
。
具
体
的

に
は
長
谷
川
香
料
、コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ

パ
ン
、
六
甲
バ
タ
ー
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
、
伊
藤
ハ
ム
等
、
優

良
企
業
に
就
職
し
て
い
ま
す
。
食
品
衛
生
学
の
知
識

を
活
か
し
た
、
東
京
都
特
別
区
で
の
食
品
衛
生
監
視

員
、
大
手
受
託
検
査
機
関
へ
の
就
職
も
4
名
と
健
闘

し
て
い
ま
す
。
進
学
は
4
名
で
本
学
大
学
院
、
茨
城

大
学
大
学
院
等
へ
進
学
し
ま
し
た
。
昨
年
よ
り
キ
ャ

リ
ア
支
援
セ
ン
タ
ー
が
学
生
支
援
課
と
し
て
統
合
さ

れ
キ
ャ
リ
ア
支
援
相
談
室
と
し
て
そ
の
機
能
を
発
揮

し
て
い
ま
す
。
令
和
元
年
度
の
卒
業
生
も
先
輩
た
ち

に
続
き
、
全
員
内
定
１
０
０
％
を
達
成
し
た
い
も
の

で
す
。
引
続
き
同
窓
会
の
諸
先
輩
方
、
キ
ャ
リ
ア
支

援
委
員
の
先
生
方
と
の
連
携
に
よ
り
キ
ャ
リ
ア
支
援

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

学
生
支
援
課
　
課
長
　
　
　
　

清
水
謙
一

　

２
０
１
９
年
度
の
就
職
状
況
は
、
就
職
希
望
者
４

学
科
全
員
の
３
１
４
人
が
希
望
す
る
就
職
先
に
就
職

で
き
ま
し
た
。
こ
の
実
績
は
本
学
キ
ャ
リ
ア
支
援
セ

ン
タ
ー
開
設
以
来
、
夢
に
見
た
数
字
で
、
い
つ
か
は

一
人
残
ら
ず
就
職
が
決
定
し
卒
業
し
て
欲
し
い
と

願
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、就
職
だ
け
で
な
く
大
学
院
等
へ
の
進
学
も
、

希
望
者
全
員
が
進
学
で
き
大
変
感
慨
深
い
年
に
な
り

ま
し
た
。
売
り
手
市
場
と
は
言
え
学
生
た
ち
と
教
職

員
の
努
力
の
成
果
が
実
っ
た
結
果
で
す
。

　

学
科
別
で
は
獣
医
学
科
は
67
名
が
就
職
し
ま
し

た
。
そ
の
内
、
小
動
物
臨
床
へ
は
40
名
（
60
％
）
が

就
職
し
本
学
な
ら
で
は
の
数
字
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
10
名
（
15
％
）
が
地
方
自
治
体
の
公
務
員
獣
医

師
と
し
て
勤
務
し
、
公
務
員
志
向
が
上
昇
し
て
い
る

の
が
分
か
り
ま
す
。
顕
著
な
と
こ
ろ
で
は
、動
物
園
・

水
族
館
希
望
者
の
成
果
が
出
て
、東
京
動
物
園
協
会
、

沖
縄
こ
ど
も
の
国
、
鴨
川
シ
ー
ワ
ー
ル
ド
等
の
獣
医

師
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。
進
学
者
は
9
名
で
本

学
大
学
院
、東
京
大
学
大
学
院
等
へ
進
学
し
ま
し
た
。

ま
た
獣
医
保
健
看
護
学
科
は
87
名
が
就
職
し
ま
し

た
。
そ
の
内
動
物
病
院
の
看
護
師
と
し
て
42
名

（
48
％
）
が
就
職
し
専
門
を
活
か
し
て
勤
務
し
て
い

ま
す
。
本
学
の
付
属
動
物
医
療
セ
ン
タ
ー
に
も
2
名

が
採
用
さ
れ
活
躍
し
て
い
ま
す
。
日
本
全
薬
工
業
や

共
立
製
薬
等
、
動
物
薬
に
特
化
し
た
医
薬
品
メ
ー

カ
ー
に
6
名
が
就
職
し
人
気
の
就
職
先
で
す
。
ま
た

公
衆
衛
生
学
の
知
識
を
活
か
し
た
就
職
先
で
は
、
農

林
水
産
省
動
物
検
疫
所
、
東
京
都
特
別
区
の
食
品
衛

２
０
１
９
年
度 

卒
業
生
就
職
状
況

学
生
支
援
課

　

学
長
賞
、
公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒
賞
、

同
窓
会
長
賞
は
最
終
学
年
を
対
象
と
し
て
選
出
さ

れ
、武
蔵
野
賞
は
各
学
年
か
ら
選
出
さ
れ
る
。
ま
た
、

欅
賞
は
課
外
活
動
に
お
い
て
優
れ
た
成
果
を
収
め
た

個
人
又
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
。
授
与
に
つ
い
て
は
、

最
終
学
年
は
学
位
記
授
与
式
に
て
表
彰
さ
れ
、
在
学

生
は
入
学
式
に
て
表
彰
さ
れ
た
。　
　
　
（
敬
称
略
）

・
学
長
賞

獣
医
学
科 

6
年 

柴　

舞
華

獣
医
保
健
看
護
学
科 

4
年 

赤
堀　

由
起
恵

動
物
科
学
科 

4
年 

市
川　

み
の
り

食
品
科
学
科 

4
年 

真
弓　

佳
奈
子

・
公
益
社
団
法
人
日
本
獣
医
師
会
褒
賞

獣
医
学
科 

6
年 

伏
居　

南
美

・
同
窓
会
長
賞

獣
医
学
科 

6
年 

矢
野　

健
人

獣
医
保
健
看
護
学
科 

4
年 

山
下　

詠
里

動
物
科
学
科 

4
年 

西
尾　

直
也

食
品
科
学
科 

4
年 

新
井　

紘
平

・
武
蔵
野
賞

獣
医
学
科 

２
年 

中
山　

夏
那

獣
医
学
科 

２
年 

清
水　

紀
里
子

獣
医
学
科 

２
年 

永
江　

周
平

獣
医
学
科 

３
年 

德
長　

ゆ
り
香

獣
医
学
科 

３
年 

鉄　

治
慶

獣
医
学
科 

３
年 

田
原　

果
凜

獣
医
学
科 

４
年 

漆
山　

尚
也

獣
医
学
科 

４
年 

林　

竜
吉

獣
医
学
科 

４
年 

漆
山　

文
也

獣
医
学
科 

５
年 

河
西　

晴
子

獣
医
学
科 

５
年 

吉
田　

茂
絵

獣
医
学
科 

５
年 

大
竹　

陽
奈

獣
医
学
科 

６
年 

後
藤　

智
紗
子

獣
医
学
科 

６
年 

谷
川　

奈
那
恵

獣
医
学
科 

６
年 

小
林　

拓
矢

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

駒
村　

衣
美

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

阿
久
津　

史
歩

獣
医
保
健
看
護
学
科 

２
年 

田
中　

美
有

獣
医
保
健
看
護
学
科 

３
年 

石
田　

悠
華

獣
医
保
健
看
護
学
科 

３
年 

鈴
木　

遼
太
郎

獣
医
保
健
看
護
学
科 

３
年 

石
田　

南

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

岩
本　

杏

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

丸
山　

夢
翔

獣
医
保
健
看
護
学
科 

４
年 

松
本　

朱
莉

動
物
科
学
科 

２
年 

永
尾　

文
哉

動
物
科
学
科 

２
年 

花
島　

季

動
物
科
学
科 

２
年 

関　

千
晶

動
物
科
学
科 

３
年 

鈴
木　

円
香

動
物
科
学
科 

３
年 

服
部　

愛

動
物
科
学
科 
３
年 

佐
藤　

友
利
香

動
物
科
学
科 
４
年 
竹
口　

潤

動
物
科
学
科 

４
年 
稲
垣　

朋
伽

動
物
科
学
科 

４
年 
秋
田　

朋
子

食
品
科
学
科 

２
年 

青
木　

達
哉

食
品
科
学
科 

２
年 

小
林　

大
河

食
品
科
学
科 

２
年 

原　

巧

食
品
科
学
科 

３
年 

増
田　

紗
也

食
品
科
学
科 

３
年 

中
村　

日
奈

食
品
科
学
科 

３
年 

坂
下　

帆
乃
夏

食
品
科
学
科 

４
年 

根
本　

香
穂

食
品
科
学
科 

４
年 

甲
斐
野　

仁
美

食
品
科
学
科 

４
年 

廣
實　

咲
紀

・
欅
賞

獣
医
学
科 

6
年 

窪
田　

理
恵

２
０
１
８
年
度 

学
生
表
彰
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2020年度入学試験日程
入試区分 学科 試験日

推
薦
入
学
試
験

一般公募推薦
指定校推薦

獣医学科※
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科
※�獣医学科では指定校推
薦を実施していません。

2019年11月1７日（日）

特
別
選
抜
入
学
試
験

社会人　
帰国子女/IB取得者

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

2019年11月1７日（日）

獣医師後継者育成/
地域獣医療支援 獣医学科 2019年11月1７日（日）

学士 獣医学科
【一次試験】
2020年 2 月 6 日（木）

【二次試験】※一次合格者のみ
2020年 2 月22日（土）

編
入
学
試
験

編入学試験（学士）
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

2019年11月1７日（日）

編入学試験　　 獣医保健看護学科
食品科学科 2019年11月1７日（日）

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用

入
学
試
験

（第 1回）※ 1

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

大学入試センター試験
2020年 1 月18日（土）・19日（日）

（第 2回）※ 1 動物科学科
食品科学科

大学入試センター試験
2020年 1 月18日（土）・19日（日）

一
般
入
学
試
験

（第 1回）
独自試験方式
※ 2

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

2020年 2 月 5 日（水）

大学入試センター試験
2020年 1 月18日（土）・19日（日）

（第 2回）
センター試験併用方式
※ 3

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

本学試験2020年 2 月 6 日（木）

（第 3回）
独自試験方式
※ 2

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

2020年 3 月 2 日（月）

※ 1 　大学入試センター試験の成績のみで合否判定する方式の試験です。
※ 2 　本学独自試験の成績で合否判定する方式の試験です。
※ 3 　大学入試センター試験の成績と本学独自試験の成績の合計で合否判定する方式の試験です。

  お問い合せ 　TEL：0422-31-4151　入試課

２
０
２
０
年
度 

入
学
試
験
・
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
情
報　
　

入
試
課

2019年度オープンキャンパス
担当学科 開催日時

獣医学科
獣医保健看護学科
動物科学科
食品科学科

2019年 8 月1７日（土）
10:30〜16:00

2019年 8 月18日（日）
10:30〜16:00

2019年10月 6 日（日）
10:30〜16:00

獣医学科
獣医保健看護学科

2019年11月 2 日（土）※
10:30〜16:00

動物科学科
食品科学科

2019年11月 3 日（日）※
10:30〜16:00

※医獣祭と同時開催

学
生
支
援
課

　

２
０
１
９
年
4
月
4
日（
木
）午
前
10
時
か
ら「
日

本
獣
医
生
命
科
学
大
学
入
学
式
」
が
ア
リ
ー
ナ
（
体

育
館
）
に
お
い
て
、
学
校
法
人
理
事
、
日
本
医
科
大

学
関
係
者
、
同
窓
会
役
員
、
後
援
会
役
員
、
亜
細
亜

大
学
学
長
、
武
蔵
野
市
長
な
ど
、
多
数
の
来
賓
を
招

き
執
り
行
わ
れ
た
。

　

獣
医
学
専
攻
博
士
課
程
6
名
、
獣
医
保
健
看
護
学

２
０
１
９
年
度　

入
学
式

専
攻
博
士
前
期
課
程
4
名
、
同
後
期
課
程
2
名
、
応

用
生
命
科
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
6
名
、
同
後
期
課

程
1
名
、
獣
医
学
科
80
名
、
獣
医
保
健
看
護
学
科
１

０
０
名
、
動
物
科
学
科
１
０
０
名
、
食
品
科
学
科
90

名
の
合
計
３
８
９
名
が
入
学
し
た
。

　

新
入
生
紹
介
に
始
ま
り
、
阿
久
澤
学
長
式
辞
、
坂

本
理
事
長
・
中
條
同
窓
会
長
の
祝
辞
を
頂
戴
し
た
後
、

同
窓
会
及
び
後
援
会
か
ら
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

引
き
続
き
武
蔵
野
賞
授
与
式
が
あ
り
学
科
斉
唱
後
閉

会
し
た
。


